
非
正
規
雇
用
職
員
、
特

に
研
究
職
員
に
つ
い
て
は
、

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
法
、
大
学
教
員
等
の
任

期
法
の
特
例
に
よ
っ
て
、

今
春
３
月
末
に
、
雇
用
継

続
が
10
年
を
超
え
て
無
期

転
換
権
が
発
生
す
る
直
前

に
、
大
量
に
雇
止
め
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
文

科
省
調
査
（
２
０
２
３
年

2
月
発
表
）
で
は
、
こ
の

よ
う
な
研
究
職
員
は
１
２

１
３
７
名
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
４
９
９
７
名
が
行
き

先
未
定
と
の
こ
と
で
す
。

問
題
の
大
き
さ
が
こ
の
数

字
か
ら
も
伺
い
知
れ
ま
す
。

本
集
会
は
、
こ
の
大
量

雇
止
め
発
生
直
前
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
、
本

問
題
の
新
た
な
課
題
に
つ

い
て
現
場
間
の
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
国

に
行
動
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。一

般
社
団
法
人
「
科
学
・

政
策
と
社
会
研
究
室
」
榎

木
代
表
理
事
か
ら
の
趣
旨

説
明
の
あ
と
、
事
例
報
告

と
し
て
、
理
化
学
研
究
所
、

大
阪
大
学
、
東
北
大

学
、
東
海
大
学
、
専

修
大
学
、
鈴
鹿
大
学
、

愛
知
淑
徳
大
学
、
羽

衣
国
際
大
学
、
早
稲

田
大
学
、
日
本
大
学

か
ら
、
雇
止
め
の
実

態
と
そ
れ
に
対
す
る

組
合
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
、
東
北
大
学
の

10
年
雇
止
め
の
状
況
と
不

合
理
な
裁
判
・
判
決
文
を

報
告
し
ま
し
た
。

報
告
の
最
後
に
、
２
０

２
１
年
度
・
男
女
共
同
参

画
学
協
会
連
絡
会
大
規
模

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が

紹
介
さ
れ
、
継
続
雇
用
年

数
が
５
年
10
年
を
超
え
た

任
期
付
き
教
員
・
研
究
員

は
２
０
１
６
年
に
は
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
て
い

た
の
に
、
２
０
２
１
年
に

は
一
気
に
数
％
に
減
少
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

一
同
驚
き
を
も
っ
て
本
問

題
の
影
響
の
大
き
さ
を
知

り
ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
こ
れ

ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
日
本
の
科
学
技
術

の
研
究
力
の
低
下
・
損
失
、

労
働
者
の
使
い
捨
て
を
進

め
て
し
ま
う
制
度
不
備
を
、

現
場
か
ら
改
め
て
確
認
で

き
た
と
と
も
に
以
下
の
よ

う
な
新
た
な
課
題
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

非
常
勤
講
師
が
次
々
と

雇
止
め
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
こ
れ
は
今
年
度
に

大
学
設
置
基
準
で
新
た
に

定
め
た
「
基
幹
教
員
」
に

よ
る
講
義
の
掛
け
持
ち
を

展
開
す
る
た
め
に
、
無
期

転
換
講
師
の
存
在
は
「
邪

魔
」
と
な
る
と
い
う
側
面

で
す
。

も
う
一
つ
は
、
ア
フ
タ
ー

無
期
転
換
問
題
で
す
。
雇

止
め
対
象
者
が
雇
用
継
続

と
の
引
き
換
え
に
、
新
た

に
任
期
を
付
し
た
契
約
を

強
要
さ
れ
る
事
例
。
無
期

転
換
後
に
講
義
担
当
を
ゼ

ロ
に
し
て
、
業
務
無
し
＝

給
与
無
し
と
い
う
状
態
に

す
る
事
例
。
既
に
多
く
の

大
学
で
、
講
義
の
担
当
か

ら
外
し
て
、
そ
れ
を
理
由

に
雇
止
め
す
る
こ
と
が
行

わ
れ
て
お
り
、
新
た
な
形

で
「
無
期
転
換
逃
れ
」
が

広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
パ
タ
ー
ン
に

し
て
も
、
労
契
法
改
正
に

よ
っ
て
、
明
ら
か
に
大
学
・

研
究
開
発
法
人
の
教
職
員
、

研
究
員
の
雇
用
は
不
安
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
ら

か
の
予
算
的
措
置
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者

側
の
「
人
件
費
抑
制
」
呪

縛
を
解
か
な
い
と
、
こ
の

使
い
捨
て
連
鎖
は
終
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
執
行
委
員
長片

山

知
史
）
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編集・コア編集委員会

・戦争ではなく平和の準備を！

・新型コロナは

空気感染対策が大事！

・学内民主主義が活きる

東北大学に！

大
学
・
研
究
職
の
雇
い
止
め
問
題
院
内
集
会
（
２
／
13
）

10
年
問
題

約
5
千
名
が
行
き
先
未
定

現地参加45名、オンライン参加85名

控訴棄却の不当判決（１／２５）

労働契約法19条の要件を満たす

とは認められず、地位確認の請求、

賃金支払いの請求には理由がなく、

雇い止めは違法ではないとする原

審判決は相当とのこと。

報告集会では原告から上告の決

意が語られました。（2／1上告）



現
在
の
ま
ま
屋
内
脱
マ

ス
ク
を
行
う
と
、
日
本
で

は
夏
冬
に
感
染
爆
発
が
予

見
で
き
る
。
日
本
が
感
染

症
に
脆
弱
な
国
に
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。

米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
２
０
２

２
年
２
月
、
屋
内
マ
ス
ク

着
用
の
感
染
予
防
効
果
を

発
表
し
た
。
安
い
不
織
布

マ
ス
ク
だ
と
（
ノ
ー
マ
ス

ク
に
比
べ
）
66
％
、
高
性

能
不
織
布
マ
ス
ク
は
83
％
、

感
染
が
減
っ
た
。
マ
ス
ク

に
は
相
手
に
感
染
さ
せ
な

い
「
相
乗
効
果
」
が
あ
る

た
め
、
社
会
全
体
で
の
感

染
予
防
効
果
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の

結
果
以
上
に
大
き
い
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ス
ク
」

の
効
果
は
絶
大
だ
。

欧
米
と
日
本

：
気
候
の
違
い

夏
に
蒸
し
暑
い
日
本
と

違
い
、
欧
米
の
夏
は
日
本

よ
り
涼
し
く
冷
房
に
頼
ら

な
い
た
め
、
多
く
の
地
域

で
換
気
が
容
易
だ
。
換
気

が
よ
い
社
会
で
は
空
気
感

染
が
減
り
、
感
染
状
況
は

改
善
す
る
し
、
冬
も
感

染
者
が
少
な
い
状
況
か

ら
始
ま
る
。
日
本
で
は
、

仙
台
で
さ
え
冷
房
を
使

わ
な
い
と
厳
し
い
た
め
、

換
気
不
良
で
感
染
が
増

え
る
。
そ
の
感
染
者
が

下
げ
止
ま
る
前
に
、
今

度
は
冬
の
感
染
拡
大
が

始
ま
る
。

欧
米
と
日
本

：
政
策
の
違
い

欧
米
が
空
気
感
染
を
早

く
に
認
め
、
換
気
対
策
に

予
算
を
つ
ぎ
込
む
中
、
日

本
は
先
進
７
カ
国
で
唯
一

空
気
感
染
を
認
め
ず
、
換

気
対
策
を
怠
っ
た
。
接
触

感
染
は
殆
ど
存
在
し
な
い

か
ら
、
ど
れ
だ
け
徹
底
消

毒
し
て
も
感
染
対
策
と
し

て
の
効
果
は
乏
し
い
。
空

気
感
染
な
ら
常
時
徹
底
換

気
が
必
須
な
の
に
、
政
府

は
30
分
に
１
回
の
換
気
で

よ
い
と
周
知
し
た
。
冬
の

窓
開
け
換
気
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
冷
暖
房
と
両
立

で
き
る
空
気
清
浄
機
や
熱

交
換
換
気
へ
の
設
備
投
資

が
不
可
欠
だ
が
、
対
策
を

怠
っ
た
。
米
国
政
府
は
２

０
２
２
年
３
月
、
学
校
な

ど
公
共
施
設
で
の
空
気
質

改
善
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

予
算
総
額
は
数
十
兆
円
だ
。

結
果
、
日
本
は
悪
化
の
一

途
を
辿
り
、
第
７
波
、
第

８
波
で
Ｇ
7
最
悪
の
感
染

状
況
に
陥
っ
た
。
２
０
２

２
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
死

者
は
２
０
２
０
年
の
11
倍

で
あ
る
。
こ
の
冬
は
、
救

急
車
を
呼
ん
で
も
受
け
入

れ
病
院
が
見
つ
か
ら
ず
、

数
時
間
放
置
さ
れ
る
事
態

も
多
発
し
た
。

今
、脱

マ
ス
ク
を
し
た
ら

現
状
で
屋
内
マ
ス
ク
不

要
に
な
っ

た
ら
、
何

が
起
こ
る

だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の

デ
ー
タ
を

使
え
ば
速

や
か
に
計

算
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、

マ
ス
ク
全

体
の
感
染

予
防
率
を
ざ
っ
く
り
５
割

と
し
よ
う
。
相
手
に
感
染

さ
せ
な
い
性
能
も
無
視
し
、

マ
ス
ク
の
効
果
を
現
実
よ

り
低
く
し
て
概
算
す
る
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
２
日
程

度
（
世
代
時
間
）
で
感
染

が
次
の
人
に
広
が
る
の
で
、

１
ヶ
月
で
は
15
回
程
度
広

が
る
こ
と
に
な
る
。
１
人

の
感
染
者
が
平
均
何
人
に

感
染
を
広
め
る
か
を
示
す

実
効
再
生
産
数
は
現
在
、

感
染
拡
大
期
で
も
１
を
少

し
越
え
る
程
度
な
の
で
、

１
と
し
よ
う
。
マ
ス
ク
が

感
染
を
５
割
、
つ
ま
り
２

分
の
１
に
減
ら
す
と
す
る

と
、
マ
ス
ク
な
し
で
の
実

効
再
生
産
数
は
２
に
な
る
。

つ
ま
り
、
２
日
で
感
染
者
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日本で今、脱マスクは可能か？

本堂 毅さん（理学部支部）

さようなら原発宮城県民集会

Stop！女川原発再稼働

３月２５日（土）１４時～集会

１４時半 アピール行進

勾当台公園市民広場

2023年国際女性デー第63回宮城県集会

３月８日（水）１８時半～２０時半

エル・パーク仙台５階セミナーホール

講師：中村 涼香さん

イギリス南部・ブライトンの列車内．イギリス

では新型コロナは主として空気感染で伝播する

ことが社会全体で共有され、換気はどこも徹底

されている。アクリル板やアルコール消毒液は

見なかった。(2022年9月22日）



が
２
倍
に
な
る
。
１
ヶ
月

間
だ
と
、
２
倍
が
15
回
起

こ
る
の
だ
か
ら
２
の
15
乗

倍
、
約
３
万
倍
と
な
る
。

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
後
の
中
国
と

同
様
、
換
気
の
悪
い
夏
や

冬
に
急
速
な
感
染
爆
発
が

起
こ
る
こ
と
が
予
見
で
き

る
。も

ち
ろ
ん
、
人
口
は
有

限
だ
か
ら
、
実
際
に
は
３

万
倍
に
は
な
り
え
な
い
。

一
時
的
な
集
団
免
疫
状
態

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
初

期
の
実
効
再
生
産
数
が
２

の
場
合
、
国
民
の
約
半
分

が
一
過
性
の
免
疫
を
持
っ

た
状
態
で
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
ウ
イ
ル
ス
の
性
質
な

ど
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い

限
り
深
刻
な
医
療
崩
壊
も

招
き
、
コ
ロ
ナ
以
外
の
死

亡
者
数
も
相
応
に
増
え
る

だ
ろ
う
。
同
様
の
計
算
で
、

屋
内
マ
ス
ク
を
ほ
ん
の
少

し
緩
和
す
る
だ
け
で
も
、

日
本
で
は
夏
冬
に
感
染
者

が
急
増
す
る
こ
と
を
簡
単

に
検
証
で
き
る
。

「
木
を
見
て

森
を
み
な
い
」
議
論

欧
米
と
条
件
が
異
な
る

以
上
、
マ
ス
ク
だ
け
取
り

出
し
「
欧
米
も
そ
う
だ
か

ら
、
マ
ス
ク
外
し
て
大
丈

夫
」
と
考
え
る
の
は
全
く

ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
空

気
感
染
を
市
民
に
周
知
し
、

徹
底
換
気
へ
の
社
会
投
資

を
行
っ
て
き
た
国
で
は
実

効

再

生

産

数

が

低

く

な

る
た
め
、

マ

ス

ク

を

外

し

て

も

日

本

ほ

ど

感

染

が

広

が

ら

な

い

。

日

本

は

い
ま
だ
に
空
気
感
染
を
否

定
し
、
換
気
改
善
政
策
も

怠
っ
た
結
果
、
「
感
染
症

に
脆
弱
」
な
国
に
な
っ
て

い
る
。
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の

キ
リ
ギ
リ
ス
だ
。

欧
米
で
も
、
冬
に
は
一

定
の
感
染
拡
大
が
起
こ
る
。

各
国
政
府
は
現
在
も
マ
ス

ク
奨
励
を
続
け
、
国
に
よ
っ

て
は
法
的
義
務
づ
け
も
行

う
。
社
会
全
体
で
感
染
が

拡
大
し
た
ら
、
医
療
を
い

く
ら
充
実
さ
せ
て
も
追
い

つ
け
な
い
か
ら
だ
。
弱
者

に
高
性
能
マ
ス
ク
を
強
い

て
も
、
感
染
が
大
き
く
拡

大
し
た
ら
感
染
を
防
ぎ
き

れ
な
い
。
社
会
全
体
で
公

平
に
分
担
す
べ
き
感
染
症

対
策
の
負
担
を
、
特
定
の

国
民
に
押
し
付
け
る
こ
と

に
も
な
る
。
高
齢
者
施
設

の
対
策
も
困
難
だ
。
感
染

爆
発
を
招
い
た
時
点
で

「
急
ブ
レ
ー
キ
」
を
掛
け

る
と
、
厳
し
い
行
動
制
限

も
余
儀
な
く
さ
れ
、
莫
大

な
経
済
的
、
財
政
的
損
害

も
避
け
ら
れ
な
い
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染

が
速
す
ぎ
て
制
御
困
難
と

思
い
こ
む
人
も
多
い
が
、

こ
れ
は
世
代
時
間
が
短
い

た
め
で
、
実
効
再
生
産
数

は
大
き
く
な
い
。
つ
ま
り
、

適
切
な
感
染
対
策
に
切
り

替
え
れ
ば
、
第
７
波
、
第

８
波
の
よ
う
な
大
き
な
感

染
拡
大
を
避
け
る
こ
と
は

十
分
可
能
だ
。
空
気
感
染

を
踏
ま
え
て
政
策
転
換
し
、

換
気
設
備
を
急
ピ
ッ
チ
で

改
善
す
れ
ば
緩
和
も
可
能

と
な
る
だ
ろ
う
。
次
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
備
え
に

も
な
る
。

私
た
ち
大
学
人
は
、
政

府
や
、
政
府
専
門
家
た
ち

が
保
身
の
た
め
に
科
学
的

現
実
を
無
視
し
た
り
、
国

民
の
生
命
、
経
済
、
財
政

を
損
う
判
断
を
行
わ
な
い

よ
う
、
科
学
的
観
点
か
ら

注
視
し
、
適
時
指
摘
す
る

責
務
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ

れ
こ
そ
が
、
公
共
財
と
し

て
の
大
学
の
存
在
意
義
だ

ろ
う
。

２
０
２
３
年
１
月
17
日

の
東
北
大
学
教
育
研
究
評

議
会
で
、
総
長
任
期
規
程

改
訂
の
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
総
長
の
６
年
任
期
・

再
選
な
し
の
規
定
を
「
再

任
可
」
に
改
訂
し
、
現
総

長
を
続
投
さ
せ
る
以
下
の

よ
う
な
案
で
す

改
正
内
容
：
総
長
は
１
回

に
限
り
再
任
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
、

再
任
の
場
合
の
任
期
は

４
年
と
す
る
。

改
正
時
期
：
２
０
２
３
年

４
月
１
日

施
行
時
期
：
経
営
協
議
会
、

教
育
研
究
評
議
会
、
監

事
等
学
内
の
意
見
を
聴

取
し
な
が
ら
引
き
続
き

検
討
す
る
。

評
議
会
で
は
「
業
務
実

績
や
事
業
計
画
等
に
応
じ

て
最
大
10
年
ま
で
伸
長
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
は
、

今
後
の
大
学
経
営
に
と
っ

て
重
要
」
と
の
説
明
で
し

た
が
、
な
ぜ
今
、
急
い
で

再
任
可
に
す
る
の
か
、
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

現
総
長
の
任
期
が
あ
と
１

年
で
、
し
か
も
東
北
大
学

が
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
」

に
申
請
方
針
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
大
学
フ
ァ

ン
ド
路
線
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
た
い
と
い
う
意
図
が

感
じ
取
れ
ま
す
。

本
案
に
は
多
く
の
問
題

点
が
あ
り
ま
す
が
、
大
学

当
局
に
学
内
意
見
集
約
の

意
志
が
な
い
こ
と
も
重
大

な
問
題
で
す
。
各
評
議
員

が
意
見
を
出
し
、
年
度
内

に
議
論
を
終
決
さ
せ
る
と

の
こ
と
。

私
た
ち
教
職
員
の
使
用

者
で
あ
り
、
極
め
て
権
限

の
大
き
な
総
長
の
選
考
方

法
は
、
学
内
民
主
主
義
の

最
も
大
き
な
事
項
で
す
。

十
分
慎
重
な
議
論
と
学

内
合
意
が
必
要
で
す
。
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突
然
！

総
長
の
任
期
が
延
長
さ
れ
る
？

パリ・オペラ座のオーケストラピット内。弦楽

器奏者は半分ほどがマスクを着けている。地下

鉄や近郊電車内でもマスクが強く奨励され、冬

が近づくにつれ着用者も増えていた。

（2022年10月3日）



今
年
も
飲
食
な
し
で
、

多
元
研
を
会
場
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

新
年
の
機
に
、
支
援
い
た

だ
い
て
い
る
方
々
・
団
体
、

連
携
団
体
に
対
し
て
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
改
め
て
取
り
組

み
の
強
化
を
意
思
統
一
し

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
退
職
者

の
会
・
横
田
有
史
会
長
、

県
労
連
・
高
橋
正
行
議
長
、

県
国
公
・
中
川
浩
一
議
長

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
仙
台
中
央

法
律
事
務
所
、
西
村
智
奈

美
衆
議
院
議
員
、
山
岡
達

丸
衆
議
院
議
員
、
高
橋
千

鶴
子
衆
議
院
議
員
、
宮
本

徹
衆
議
院
議
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

情
勢
報
告
と
し
て
、
黒

瀬
一
弘
副
委
員
長
が
、
主

に
国
際
卓
越
研
究
大
学
・

大
学
フ
ァ
ン
ド
の
問
題
点

や
、
東
北
大
学
が
そ
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
諸
施
策

を
紹
介
し
ま
し
た
。
大
学

フ
ァ
ン
ド
が
「
毒
ま
ん
じ
ゅ

う
」
で
あ
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
機
関
紙
「
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
」
の
紹
介
、
支
部

の
決
意
表
明
を
受
け
て
、

最
後
に
余
興
（
片
山
委
員

長
と
小
野
寺
書
記
に
よ
る

替
歌
「
乾
杯
」
）
が
あ
り

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
賑
々
し
く
開

催
し
た
い
も
の
で
す
。

宮
城
は
た
ら
く
女
性
の

つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
癒
し
が
テ
ー
マ

で
遠
藤
い
く
子

さ
ん
と
稲
垣
達

也
さ
ん
の
歌
と

ピ
ア
ノ
演
奏
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。

４
つ
の
職
場

か
ら
の
報
告
で

は
、
後
藤
洋
子

さ
ん
が
東
北
大

学
の
雇
い
止
め

の
状
況
を
訴
え

ま
し
た
。

近
年
に
な
い
１
０
０
名

近
い
参
加
者
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

＊
国
際
女
性
デ
ー

第
63
回
宮
城
県
集
会

３
月
８
日
（
水
）

＊
さ
よ
う
な
ら
原
発

宮
城
県
民
集
会

３
月
25
日
（
土
）

＊
戦
争
へ
の
道
は
歩
ま
な

い

み
や
ぎ
女
性
の
つ

ど
い
２
０
２
３

４
月
１
日
（
土
）

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
タ
レ
ン
ト
の
タ
モ

リ
さ
ん
が
、
今
年
は
新
し

い
戦
前
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
話
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
戦
争
へ
の

不
安
が
増
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
十
分

な
手
を
打
た
な
い
ま
ま
、

場
当
た
り
的
と
も
と
れ
る

コ
ロ
ナ
対
策
に
不
安
を
感

じ
ま
す
。
学
内
で
は
現
政

権
を
真
似
し
た
よ
う
な
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
目
立
ち
ま
す
。

黙
っ
た
ま
ま
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
（
編

Ｍ
）
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編
集
後
記

日
程
表

大軍拡・大増税を許すな！
１・25 宮城県民集会

雪の中１００人が参加

新春交流会（１／１３）

大学ファンドの学習と

「乾杯」の替え歌で

昨年のジャズフェスにも参加しました

宮
城
は
た
ら
く
女
性
の
つ
ど
い
（
１
／
28
）

ジ
ャ
ズ
の
調
べ
に
癒
さ
れ
て

今年も飲食なし＆ハイブリッド 来年こそ！

「
乾
杯
」
【
替
え
歌
】

た
か
い
組
合
費
に

思
い
を
よ
せ
て

語
り
尽
く
せ
ぬ

オ
ル
グ
の
日
々

時
に
は
毒
つ
き
時
に
は
な
だ
め
す
か
し

と
り
あ
え
ず
励
ま
し
あ
っ
た
あ
の
日

組
合
員
が
千
人
い
た
頃
か
ら

ど
れ
く
ら
い
た
っ
た
の
だ
ろ
う

チ
ラ
シ
や
ビ
ラ
を
い
く
つ
配
っ
た
ろ
う

変
節
し
て
日
和
っ
た
友
は
今
で
も
君
の

心
の
中
に
い
ま
す
か

（
※
）

組
合
！

今

君
は
裁
判
の

大
き
な
大
き
な
舞
台
に
立
ち

遥
か
勝
利
判
決
を
つ
か
み
始
め
た

君
に

幸
せ
あ
れ
！

大
学
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
毒
ま
ん
じ
ゅ
う
に

今
こ
う
し
て

手
を
伸
ば
し
て
る

大
き
な
資
金
と

３
％
の
成
長
を

そ
ん
な
の
無
理
だ
し

大
学
の
任
務
で
は
な
い
と
訴
え
た
い

数
値
目
標
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
に

な
り
ふ
り
構
わ
ず
に
予
算
を
注
ぎ
込
む

職
員
を
雇
止
め
し
て
も
寄
付
を
強
要
し
て
も

信
じ
た
毒
ま
ん
じ
ゅ
う
に
背
を
向
け
る
な

（
※
）

君
に

幸
せ
あ
れ
！


